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30.1% 25.8% - 0.0% 19.3% 17.7% +12.2% 

 32,140 32,528 +388  39,483 42,307 +2,824 

21.3% 18.5% +1.2% 17.0% 14.9% +7.2% 

 16,259 18,635 +2,376  15,668 21,908 +6,240 

10.8% 10.6% +14.6% 6.8% 7.7% +39.8% 

כ◘
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（出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査 2015 年年間値（速報）」、「日外国人消費動向調査 2014 年年

間値（確報）」 

（注）2014 年・2015 年の上段は金額（円）、下段はその年の支出における当該費目の割合 

   差分の上段は 2014 年と比べた 2015 年の増減額（円）、下段は 2014 年と比べた 2015 年の金額の増

減率 

日本総合研究所 総合研究部門 

シニアマネジャー  吉田 賢哉 

E-mail：yoshida.kenya@jri.co.jp 

中国からの訪日旅行者による 

「コト消費」の拡大 

【図表 1】訪日外国人旅行者の 1人当たり旅行支出額の内訳 
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ה
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 34.3% 41.8% 
 כ▪♠

ה  
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ה  46.7% 44.3% 
─  

ה ה  
11.2% 34.5% 

─ ⅝ 42.2% 30.6% 
ⱷ♬▪ה ─ ╩

 
2.8% 8.1% 
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─ ה
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ה  9.7% 14.8% ─  9.9% 16.3% 

 18.0% 12.6% ◒כⱴⱤכ♥
─ⱳ♇ⱪ◌ꜟ♅ꜗ
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4.8% 9.7% 

ה 18.5% 2.4% ♪כⱲכⱡ☻הכ◐☻  1.0% 4.9% 

（出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査 2015 年 10 月～12 月期」 

（注）上記図表における「訪日前の期待」は、出所における「訪日前に期待していたこと」を意味する。

また、「次回の期待」は、出所における「次回したいこと」を意味する。 

【図表 2】中国人旅行者の訪日前・訪日後の関心 
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日本総合研究所 調査部 

副主任研究員 関 辰一 

E-mail：seki.shinichi@jri.co.jp 

急増する中国の不良債権 
－経済停滞が長期化の恐れ－ 
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（資料）銀行業監督管理委員会「銀行業監管統計指標季度情況表」

＜不良債権残高＞
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⁸ᵒ ─ ⌐╟╢ ─ ⁸ᵓ ∆⅞╢ ─ →Ɑכ

☻⁸≤™℮ 3≈⅜ ⌂ ╣ꜞ☻◒⌐⌂╢≤ ⇔≡™╕∆⁹ 

ᵒ⌐≈⅝╕⇔≡│⁸ ⌐ ⁸ ⁸ ⌂≥ ≥כ♃◒☿╢╣╠╖⅜

↑ ⌐⅔™≡⁸ ⇔ ╡╛ ⇔ ⅜⇔─ ╣⅜№╢≤ ╩ ╠⇔≡™╕∆⁹

↓℮⇔√ ⁸2015 12 21 ⌐ ⇔√ ≢│⁸ ⌐№

√╡⁸ ⌂ ╡ √╪╩ ⌂ↄ⇔⁸ ╩ ∆╢≤─ ⅜ ↕╣≡™╕

∆⁹ 

⌂⅔⁸ ╩ ⌐╖╕∆≤⁸≤╡╦↑ ⌐№√╢ ─

⅜ ™ ≢∆⁹ ─₈2015 ₉⌐╟╢≤⁸

2015 9 ≢ 1,397 ─ ─ │ 5,000 ⁸

│ 4.2 ⌐ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌐╖╢≤⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

≢ ⅜ ™≤╖╠╣⁸ ≢│⁸ ─ │ ↑

≤↕╣╕∆⁹ 

 

■国有企業向けの追い貸しも問題 

 ─ ⅜ ─ ⇔ ╡╛ ⇔

⅜⇔⌐≈⌂⅜╣┌⁸≤╡╦↑ ─

╡⅜ ≤ ⇔ↄ⌂╢ ╣⅜№╢↓≤

│ ™№╡╕∑╪⁹ 

≢⁸ ⅜ ─ ╩ ⇔≡

™╢↓≤⁸ ⅜ ↄ─ ╩ ⅎ≡

™╢↓≤⁸ ⅜ ─ ⌐ ⅝

⌂ ╩ ∫≡™╢↓≤⁸⌂≥╩ ∆╣

┌⁸ ↑─ ™ ⇔⅜ ╦╣╢↓≤

╙ ↕╣╕∆⁹ 

⌐ ™ ⇔⅜ ╦╣≡™╢ ╙

↕╣╕∆⁹ ⌐╟╡╕∆≤⁸2015

─ │ ⌐ ═ 14.3

≤⁸2014 ─ 13.6 ⅛╠ ⇔≡

™╕∆ ⁹ 

⅜≤╣╢ ╩╖╢≤⁸

⌐ Ⱪ꜠⁸⅛⌂╢⅛⅛⅜◐כ ≢

⅜ ⅛╠ ∆╢ ⅝╙╖╠╣╢╙─

─⁸ ≢╖╣┌ ↑ │ ≤

⇔≡™╕∆ ⁹ 

─ ⌂ │⁸ ⌐│

╖⅜ ⅝™╙──⁸ ⅜ ╢ №╢™

│ ⅜ ⅛╠ ⇔⁸ ⱷ◌♬☼ⱶ⌐

∫√ ⅜ ╗↓≤≢⁸∕─ ─

™ ⌐≈⌂⅜╢╙─≢╙№╡╕∆⁹

─ ⅝⅜ ╠╣╢⌂⅛⁸ ╛

─ ⌂ ⅜ ╣⁸ ─ ⅜

∆╢↓≤⅜ ↕╣╕∆⁹ 
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（図表）大手造船所の経営破綻事例 

社名 建造能力（注） 時期

江蘇熔盛重工
（WL先）

365万DWT 15年初に重整手続き開始

STX大連造船
（非WL先）

307万DWT 15/3月に清算手続き開始

江蘇東方重工
（WL先）

90万DWT 15/3月に重整手続き開始

浙江正和造船
（WL先）

76万DWT 15/6月に重整手続き開始

南通明徳重工
（WL先）

40万DWT
14/12月に舜天が買収目的で
明徳の重整手続きを申請

江蘇舜天造船
（WL先）

53万DWT 15/5月に重整手続き開始

 

( ) Clarkson⁸ ⱪ꜠☻ 

 

⅜ ∆╢ ⅜ ╕╢ ⁸ ─ ─ ╙№╢ ⁸

│ ⌂ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ ⌐ ╛ ╩ ∆

≤⁸ ⌐№╢ ≤─▪ꜝ▬▪fi☻─ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

■本格的な再編期に突入 

│ ⌂ ╩ ⌐ 2

010 ⌐ ⱬכ☻≢ ≤⌂╡╕⇔

√⅜⁸∕╣╕≢─ ⌐ ⅎ⁸

≢│ ─ ⌐╟╡ Ᵽꜝfi

☻⅜ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 

↓℮⇔√ ╩ ↑⁸ │ 13 ⌐

╩ ♩ⱷfi☿ה ≤ ┬₈

₉⌐ ⇔⁸ ₈

₉⌐╟╢ ╩ ╘⁸↓╣╕≢

71 ─ ꜞ☻♩₈ⱱ꞉▬♩ꜞ☻♩₉

⁸WL ╩ ⇔╕⇔√⁹ │WL ⌐

╩ ↕∑≈≈⁸ WL ─ ╩ ∆

≢∆⁹ 

⁸ ↄ─ │ ╩₈

₉⌐ ⇔⁸ ╩ ↕∑

≡⅔╡⁸WL ≢№∫≡╙ ⅜ ⇔™ ⌐ ⇔≡│ ╩ ∟ ╙☻כ◔╢

№╢ ≢∆⁹↓─√╘⁸ WL ─ ─ ⅜ ╛ ╡ ⌐╟╡∆

≢⌐ ⅝≤⌂∫√╒⅛⁸ ≤↕╣╢ ╙№╡⁸

⇔≡™╢ │ ╠╣≡™╢≤╖╠╣╕∆⁹ 

√∞⇔⁸ ⅝╛ ≤⌂∫√ ≢╙⁸ ⅜ ╩ ⇔≡WL ⌐

⇔√ ⁸ ╩ ∆╢ │ ↄ⁸ ↕╣√WL ⌐ ⇔≡│ ⌐╟╢

╛ ─ ╩ ∂⁸ ┼─ ⅜ ╘╠╣╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

⌐≈™≡╙⁸ ─ ⅜ ↕╣╢ ⁸ │WL ╩

⌐ ⌂ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 

■高まる日系造船所への期待 

↓─╟℮⌂ ⁸ ─ ⌐ ⅜ ╡ ╢ ≤⇔≡│⁸

≤─ ╩ ∂√ ╛ ─ ⅜ →╠╣╕∆⁹

⌐↓℮⇔√ ≢ ╩ ∆╢ ≤─ ╙ ╕∫≡™╕∆⁹↓─√╘⁸

↓╣╕≢ ─ ─ ≈─Ⱡ♇◒≤⌂∫≡™√ ⌐≈™≡╙⁸

↕╣╢ ⅜№╢≤╖╠╣╕∆⁹ 

⁸ │ ↓∕ ⌐╟╡ ╩ ╡ ⇔≡™╢╙──⁸

≢ ⅜ ⅝ↄ ∆╢ꜞ☻◒╩ ⅎ≡™╢↓≤╛⁸ ⌐╟╡ ⅜

⇔≡ↄ╢↓≤ ⅛╠⁸ ⌐╟╢ ╡ ╖╛◖☻♩ ⅜ ╘

╠╣╕∆⁹ 

─ ⌐│ ╩ ∆╢ ╙№╡⁸ ≢╙ ⌐│ ה ⱷכ

הכ◌ ─ ⅜כ♃☻ꜝ◒ ⇔≡™╢↓≤⅛╠⁸ ─ ≈⌐⌂╢≤

╖╠╣╕∆⁹ 

↓─╟℮⌐ ▪ꜝ▬▪fi☻ ─ ⅜ ╕∫≡⅔╡⁸ ─ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

三井住友銀行（中国）企業調査部 

アナリスト  鄧 暁丹 

E-mail：xiaodan_deng@cn.smbc.co.jp 

再編期に突入した中国造船業界 



SMBC China Monthly 第 129 号（2016 年 3 月） 
 

                                                              

꜠ⱳכ♩⌐ ↕╣≡™╢№╠╝╢ ─ ה ╩ ∂╕∆⁹ ꜠ⱳכ♩│ ⌐ ╩ ⌐ ↕╣≡⅔╡⁸∕─

╩ ┘ ⅜ ∆╢╙─≢│⌂ↄ⁸╕√ ↕╣√ │ ─ ⌐╟╡ ↕╣╢ ⅜№╡╕∆⁹ │

─ ≤ ≢↔ ⅝⁸╕√ ─ ⌐≈⅝╕⇔≡│ ה ה ─ ─ ⌐↔ ↕╢╟℮⅔ ™ ⇔╕

∆⁹ ⁸ ⅜ ─ ⌐ ⇔≡ ╩ ∫√ ⁸ ┘ │∕─ ─ ╩ ╦∏ ─ ╩ ™╕∑╪⁹ 

 - 8 - 

 

 

■ローカルスタッフの早期退職を予防するための対策 

 

 ╩ ∟ →≡⅛╠ ↄ─ ⌐ⱴכ◔♥▫fi◓ ≤∕─

─⅔ ™╩⇔≡⅝╕⇔√⅜⁸ⱴכ◔♥▫fi◓∞↑≢⌂ↄ ⁸ ≢─

ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐≈™≡╙ ≡⇔≥כⱶⱷfiⱣכ♅─ ╦∫≡⅝╕⇔√⁹ 

 

₁ ─ⱨ♇♃☻ꜟ◌כ꜡₈│ ₉⌐≈™≡⁸ │₈ ₉⌐

≈™≡⁸ ⇔╕⇔√⅜⁸ ─◖ꜝⱶ≢│⁸ ╩ ∆╢√╘⌐ ♃☻ꜟ◌כ꜡⌂

♇ⱨ⅜ ⌐ ╘⌂™√╘─ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 

■突然の退職者の９割以上は入社１,２年目の社員 

 

 ↓╣╕≢ ↄ─◒ꜝ▬▪fi♩ ─ ⌐ ⱷfiⱣכ≤⇔≡ ╦∫≡⅝╕⇔√⅜⁸

⅜ⱨ♇♃☻ꜟ◌כ꜡ ⌐ ⇔√√╘ ⌐Ⱪ꜠כ◔√∫⌂⌐℮⧵╡⅛⅛⅜◐כ☻│

⌐ ↄ№╡╕∆⁹↓╣╠─꜡כ◌ꜟ☻♃♇ⱨ⅜ ⌐ ╩☻כ◔√∫╕⇔≡⇔ ╡

╢≤∕─ 90 ⅜ 1⁸ ─ ≢⇔√⁹ 

 

 │╙≤╙≤ⱴכ◔♥▫fi◓╩ ≤⇔√◖fi◘ꜟ♥▫fi◓╩⇔≡™╕⇔√⅜⁸↓─╟

℮⌂ ⌂ ┼─ ⌐≈™≡╙ ⌐ ∫≡™╢℮∟⌐⁸ ─ ─ⱥfi

♩╛ ≠⅝╩ ╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

 

─ⱨ♇♃☻ꜟ◌כ꜡│≢╣⧵ ≤ ─ ╖≠ↄ╡⌐≈™≡ ╣≡™⅝

╕⇔╞℮⁹ 

 

■早期退職は業務内容と期待されるスキルのギャップから 

 

 ⅜ ⌐ ⇔≡◖fi◘ꜟ♥▫fi◓╩ ℮ ⁸ ╛

⌂≥─ ⅛╠ ⅔ ╩⅔ ™∆╢ ⅜ ™─≢∆⅜⁸∕─ ─

─ ⅜ ⌂↑╣┌ ⌂™╒≥⁸╕√ ⅜ ↕↑╣┌ ↕™╒≥⁸ ⅜ⱨ

ꜟ ⇔⁸ ─ ≡╩ ↨╢╩ⅎ⌂™ ⌐ ∫≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹ ⌐ ⇔

≡ ╠╣╢ │⁸ ⌐≈™≡─╖ ∑╠╣╢≤─ ™ ╖⅜№╢╟℮≢⁸

╛ ╕≢╙ ∑╠╣╢⅛╙⇔╣⌂™≤─ ⅜ ⌂╕╕≢ ╠╣╢ ╙ ↄ™╠

∫⇔╚™╕⇔√⁹ 

 

∕─╟℮⌐ ≢ ⅜⌂™⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ ≢ ─ ╙ ╦↕╣≡™╢

│⁸ ⌐ ꜟ◌כ꜡╙≡⇔ ⅛ ⌐ ─ ╩

∑⁸ ╠│ 15 ─ ≤⇔≡─ ⇔⅛ ╦⌂™ ⅜ ™╟℮≢∆⁹⇔⅛⇔

⌂⅜╠⁸∕─╟℮⌂ ≢ ⇔≡⇔╕∫√ │⁸ ≤⇔≡ ⇔≡⇔╕℮

⅜ ⌐ ↄ⌂╡╕∆⁹ 

 

╙◒ꜝ▬▪fi♩ ⌐ ⅜ √ ⌐⁸∕─ ⅛╠ ╩ ⇔√

ローカルスタッフの早期退職 

を予防するための対策 

船井（上海）商務信息諮詢有限公司 

総経理 中野 好純 

E-mail：yosh@funaisoken.com.cn 
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≢⁸◒ꜝ▬▪fi♩ ─ ⌐ ╩▪♪Ᵽ▬☻⇔√↓≤⅜№╡╕∆⁹∕─ ≢ ≠

™√─│⁸ ─ ⅜⁸ ─ ≤⌂╢ ─ ╛ ╩ ₁≤

╡⁸∕─ ⅜ ─ ╩ ⌡╢─⌐┤↕╦⇔ↄ⌂™≤ ☻כ◔℮™≥⁸≥↓√⇔

⅜ ⌐ ™≤™℮↓≤≢∆⁹ ⅜ ╟╡ ⅜ ╢≤ ⌐ ™⁸∕╪⌂ ⌐

↕╣╢─╩ ⌐☻♩꜠☻⌐ ∂≡⇔╕™ ∆╢Ɽ♃כfi≢∆⌡⁹∕─╟℮⌂ ≢

╙ ⅜ ⌐ ╩⅛↑≡⁸ ╠ ⌐ ⇔ ╛◐ꜗꜞ▪▪♇ⱪ─ ╩

╠ ╩╙∫≡ ∆╢ │№╢≤ ™╕∆⁹ 

 

 ╙℮ ≈─ ─ │⁸ ⌐ ⌐ ⇔⁸ ╛ ☻◐ꜟ─ ╩

≢ ╕∑≡⇔╕℮↓≤⌐╟╡⁸ ╩ ⅎ≡⇔╕℮◔⁹∆≢☻כ ≢─ │

⌂ ™ ⅜ ↄ⌂╢ ⅜№╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ │ ⌐ ─™™╟℮

⌐ ╩⇔⅜∟≢∆⁹ ⅎ┌⁸ ⌐≈™≡₈ Ⱪꜝfi♪─ EC ─ ₉≤

⅛₈₃₃Ⱪꜝfi♪─▪◦☻♃fi♩₉─╟℮⌐ ≤≢╙ ≢⅝╢╟℮⌂ ╩⇔≡⇔╕℮

≤⁸ │∕─ ╩ ─Ᵽ♇◒◓ꜝ►fi♪⌐ ⌡≡⁸₈↓─ ⌂╠↓╣╕≢

√╟℮⌂↓≤╩⇔≡⅝√─≢≢⅝╢─≢│⌂™⅛₉≤ ⇔≡⇔╕℮≤™℮↓≤≢∆⁹

─כꜞ▬♦⁸│≡™≈⌐ ─כꜞ◒כ▫►⁸ ⁸ⱴfi☻ꜞכ─ ⁸☻ⱳ♇♩

≢ ∆╢ ⁸╕≢ ╩ ∫√ ≢⁸ ⌐ ≤⇔≡ ⇔⁸≥─╟℮⌂☻◐ꜟ⅜

╘╠╣╢ ⅛⌐≈™≡╙ ⇔ↄ ⇔√╒℮⅜™™≢⇔╞℮⁹ 

 

PC☻◐ꜟ⌐≈™≡╙⁸₈꞉⁸ꜟ☿◒◄⁸♪כⱤ꞉כⱳ▬fi♩ ₉≤ ⌐ ™≡⅝√

─ ─Ɽ꞉כⱳ▬fi♩ │⁸ ⅜ ⇔√Ɽ꞉כⱳ▬fi♩╩☻ꜝ▬♪◦ꜛכ

≢ ∆╢─╖≢№∫√≤™℮ ↄ═⅝ ╙№╡╕⇔√⁹Ɽ♁◖fi ≢№╣┌⁸

∆╢ ▬ⱷכ☺╩ ⇔⁸ ≢№╣┌ ─ ≢ ⇔≡╙╠℮ⱪ꜡☿☻╩ ╗⌂╠┌

│ ⇔⌂™≢⇔╞℮⁹ 

 

╕√⁸ ⅜ ╛∆™ │⁸ ∂≡ ⅜ ™ ⅜№╢≤ ∂╕∆⁹

≢│⁸ │ 3 ╩≤∫≡⅔╡⁸1 30 60 ─

⁸2 30 60 ╢╟⌐כ♄כꜞ─ⱨ♇♃☻ꜟ◌כ꜡─ ⁸3 90 120

─ ─ ╩⇔≡⅔╡╕∆⁹ ─ ╩∆╢─⌐ ⇔≡ 3 ╩

℮╟℮⌐⇔≡⅛╠⁸ │ ⌐ ⅎ≡ ∫≡ ╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ⁸

≢─ ∆ ─ ≤ ≢ ∆ ─ ⌐◑ꜗ♇ⱪ─№╢ ╙™╠∫⇔╚╢

─≢⁸≥∟╠─ ≢╙ ⌐ ─⌂™↓≤╩ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕

∆⁹ ─ ╘╢ │ ⌂╡╕∆⅜⁸ ─◒ꜝ▬▪fi♩ ⌐ ⇔≡│⁸3

⅜ ⌂ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔≡™√∞™≡⅔╡╕∆⁹ 

 

 ╕√ ⌐ ↑ ⅎ╕∆≤⁸◒ꜝ▬▪fi♩ ─ ↄ─꜡כ◌ꜟ☻♃♇ⱨ⅛╠ ╩ ⅝

╕⇔√⅜⁸ ╩ ∆╢ ⅝⌂ ─ ≈⌐⁸ ⅜₈

╩ ∆√╘─ ₉≤⇔≡ ⇔√┌⅛╡─ ╩ ≡⅔╡⁸∕╣⅜ ─ ≢

╙ ╣≡™╢⁸≤™℮↓≤⅜№╢╟℮≢∆⁹∕─√╘⁸₈ ╩ ╢√╘─ ─ ₉≤

╠⅜ ╦╣≡™╢≤™℮ ╩ ╙◒כ♩⌂℮╟╢∑√ ↄ ⇔≡⁸ ⅛╠ ⌐

⇔≡⅔ↄ↓≤╙ ╩ ∆╢ⱳ▬fi♩─ ≈∞≤ ™╕∆⁹ 
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早期退職者を発生させる要因と予防策【まとめ】 

 

⅜ ⇔╛∆™  ⌂ ⁸  

 ╩ ℮ ⅜ 

⌐ ⌐ ⇔≡™⌂™ 

A) ─ ╩ ⇔√ⱴⱠכꜗ☺כ

╩ ⌐ ─ ⌐ ∆

╢ 

B) ⅜ ⱪ꜡☿☻⌐

⇔⁸ ⌐ ⇔ ╛◐ꜗꜞ▪▪

♇ⱪ ╩ ╠ ╩╙∫≡ ∆

╢ 

─ ⅜ ∆⅞╢ 

│ ─ ꜟכꜟ╩

⇔⁸ │ 3 ℮ 

─ │⁸ ≤  

≢─ ╩ ™≥∟╠╙ ∆╢↓

≤╩ ⌐∆╢ 

 ⌐≈™≡№™╕™⌂ ╩

↑√╕╕≢ ⇔≡⇔╕℮ 

⁸כꜞ☻⁸ⱴfiכꜞ◒כ▫►⁸כꜞ▬♦

☻ⱳ♇♩⁸∕╣∙╣─ ╩ ⌐

⇔≡⁸ ⌐ ⌂☻◐ꜟ╩ ∆

╢ 

 ─ ─ ⇔ ⅛╠₈

╩ ∆√╘─ ₉≤ ⅜ ╦

╣≡™╢≤ ⅜ ∂≡⇔╕℮ 

₈ ╩ ╢ ─ ₉∞≤ ⅎ≡™╢

≤ ╩◒כ♩כꜝ◐╢∑╦ ⇔≡

⅔ↄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

船井（上海）商務信息諮詢有限公司 

   

1970 ╕╣⁹ ⱷכ◌כ P&G ╩ ≡ 1998 ⌐

⌐ ⁹ ─◖fi◘ꜟ♥▫fi◓ⱪ꜡☺▼◒♩

╩ ⇔⁸ ╩│∂╘ ≢ ≤─ ⁸

⌐ ⁹◖fi◘ꜟ♃fi♩≤⇔≡│◒ꜝ▬▪fi♩ ꜟⱣכ꜡◓─

⁸ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ⱴכ◔♥▫fi◓⁸ ⁸EC

╩ ╗ ╩ ≤∆╢⁹2012 ⌐ ⅜

⌐ ⇔√ 100 ─ ⌐ ⁹ ₈

≢ ─ ╩ ↄ ╢√╘─ⱴכ◔♥▫fi◓ ₉

 

◖ꜝⱶ⌐ ∆╢⅔ ™ ╦∑│ yosh@funaisoken.com.cn ╕≢⁹ 
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はじめに 

 

⌐⁸ │⁸ │ ⌂ ⌐ ∆╢ ─ ≈≢∆⁹

│⁸ ⅜ ∫√ ⌐╟╡∕─ ≢№╢ ╩

↕╣√↓≤⅜ ╘╠╣√ ⌐⁸ ה ⅜⁸ ≢ ╘╠╣√ ≤ ⌐ ≠

⅝⁸∕─ ╩ ∫√ ─ │∕─ ⌐ ╩ ⇔⁸ ╩

⇔√ ⅜ ⌐ ⇔≡ ⇔ ╩ ∆ ≢∆⁹ ⅜ ≢

№╢↓≤⅛╠⁸ ─╖⌂╠∏ ⌐≈™≡╙ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕∆⁹ 

⅛⅛╢ │⁸ ≢ ↄ ↑╠╣≡™╕∆⅜ √≤ⅎ┌⁸ ≢│₈

₉⌐ ≠ↄ ⅜↓╣⌐ √╡╕∆ ⁸ ─ ⁸

┘ ─ ⌐╟╡⁸∕╣∙╣─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

≢│⁸ ╩₈ ₉≤ ⇔≡™╕∆⁹↓╣│⁸

⅜⁸ ─ ה ╩Γ ╘≡ ╙℮ Δ Γ ∆╢ Δ≤™℮

⅜ ╘╠╣√╙─≤™ⅎ╕∆⁹ β ≢│⁸₈ ₉≤™℮ ╩ ™╕∆⁹  

⌂⅔⁸ ╩ ∆╢ ≤⇔≡│⁸₈ ₉ 1999 4 29

₡ 16 ₢⁸ 10 1 ⁹2009

18 ⌐╟╡ ⁸ ⁹ ╛₈ ₉ 2007 5 29

₡ 499 ₢⁸ 8 1 ⅜ →╠╣╕∆ₒ1 ⁹x 

 

≢│⁸↓─ ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

一、どのような状況下で行政再議を提起することができるか。 

 

1. 行政再議の対象 

 

₈ ₉ 

2  ⁸ ∕─ │⁸ ⅜ ╠─ ⌂ ╩ ⇔√≤ ╘

≡ ⌐ ⇔ ─ ≡╩ ⇔⁸ ⅜ ─ ≡╩ ⇔⁸

┘ ╩∆╢ ⌐│⁸↓─ ╩ ∆╢⁹ 

 

₈ ₉ 

28   ≡⅜ ⌐ →╢ ⌐ ∆╢ ⌐│⁸↓╣╩ ⇔⌂↑╣┌

⌂╠⌂™⁹ 

 (1) ⌂ ┘ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢≤⅝⁹ 

 (2) ≤ ⌐ ⅜№╢≤⅝⁹ 

 (3) ⌂ ┘ ╩ ∆╢≤⅝⁹ 

                                                   
1 ∕─ ⁸ ─ ↔≤─╙─≤⇔≡⁸ ⌐ ∆╢₈ ₉ 2008 11 21

4 ⌐╟╡ ⁸ ╛ ⌐ ∆╢₈ ₉ 2010 2 10

21 ⌐╟╡ ⁸ 4 1 ⁹2015 12 28 39 ⌐╟

╡ ⁸2016 2 1 ⌂≥⅜№╡╕∆⁹ 

行政再議に関する基礎知識 
上海勤瑞律師事務所 中国律師 徐暁青 

弁護士法人キャスト 弁護士 藤田直佑

E-mail：xuxiaoqing@qinruilaw.com 

E-mail：fujita@cast-law.com 
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 (4) ─ ⌐ ∆╢≤⅝⁹ 

 (5) ─ ⌐ ∆╢≤⅝⁹ 

 (6) ≡╩ ⇔√ ─ ⌐ ∆╢≤⅝⁹ 

 (7) ∕─ ─ ⅜ ─ ≡╩ ⇔≡⅔╠∏⁸ ⅜

⌐╟╢ ⌐≈⅝ ↕╣√ ╩ ⇔≡™⌂™≤⅝⁹ 

 

 ─╟℮⌐₈ ₉ ≢│⁸ ⁸ ∕─ ─ │⁸ ─ ∫√

⅜ ╠─ ⌂ ╩ ⇔√≤ ╘╢ ⌐│⁸ ⌐ ⇔

─ ≡╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢↓≤⌐⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

2．行政行為とは何か 

 

 ─ ⌐⅔↑╢₈ ₉≤│⁸ ⅜ ╩ ∂≡ ⌐╟╡ ╩

⇔⁸ ⌐ ≠⅝ ⌐ ℮⁸ │ ⌐ ╩ ⅝ ↓∆↓≤─≢⅝╢

╩ ⇔╕∆⁹ ⌂ ≢│⁸₈ ₉≤│ ≤⇔≡ ╩™™⁸

₈ ₉≤│ ≤⇔≡ ⌐╟╡ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢

─ ╩™™╕∆⁹ 

∆⌂╦∟⁸ ┘∕─ │⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ╩ ⇔≡ ╩

∆╢≤↓╤⁸∕─ ℮ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

┘ ─ │⁸™∏╣╙ ⌐ ∆╢≤ ↕╣╕∆⁹ 

 

3．具体的行政行為とは何か 

  

 ≢│⁸₈ ₉≤│ ≢⇔╞℮⅛⁹ 

₈ ₉≤│⁸ ⅜ ⌐⅔™≡ ╩ ∆╢⌐№√

╡⁸ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐ ∆╢

⌂ ╩∆╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

│⁸ ⌐ ∆╢ ⌐⅔™≡⁸₈ ₉⌐≈™≡⁸ ─╟

℮⌂ ╩ ∫≡™╕∆⁹ 

 

₈ ─ ה ⌐ ╢ ─ ⌐ ∆╢ ₉ 

ₐ ₑ≤│⁸ ┘ ⁸ ⌐╟╡ ↕╣

√ ┘⌐ ─ ∆╢ │ ⅜ ⌐⅔™≡ ╩

⇔⁸ ─ ⁸ ∕─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐≈™≡ ℮ ⁸

∕─ ─ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩™℮⁹ 

 

↓─ ⌐ ⅎ┌⁸ ─ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

 ᵑ ─ ≢№╢↓≤ 

ההה │⁸ ─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸∕─ │ ─

╩ ∆╢↓≤≢№∫≡⁸∕╣⌐╟∫≡ ┘ ≤ ↕╣╕

∆⁹ │⁸ ─ ≢№╡⁸ ─ ∆╢

╩ ≤⇔√╙─≢∆⁹ 

 ᵒ ─ ⁸ ⌐≈™≡─╖ ≤∆╢╙─≢№╢↓≤ 

ההה │⁸ ─ ⌐ ⇔≡─╖ ≢№╡⁸ ⌂ ╩
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⇔╕∑╪⁹™╦╝╢ ─ │⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ─™∏

╣╙ ⇔ ╕∆⁹ 

 ᵓ ⌐ ⌐ ╩╙√╠∆╙─≢№╢↓≤ 

ההה │⁸ ⌐ ⌐ ∆╢ ╩ ∂⁸ ─

⌐ ⁸ │ ╩ ↕∑╢ ⅜№╡ ╕∆⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸

↓─╟℮⌂ │⁸ ⌐ ⇔≡™╢ ─ ┘ ⌐ ⇔≡─╖

╩ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ⇔≡│ ╩ √∏⁸ ╡─

⌐ ⅞╕∑╪⁹ 

 ᵔ ⌂ ≢№╢↓≤ 

ההה │⁸ ─ ⌂ ≢№╢⁹ ⅜ ⌐ ℮─≢

№╡⁸∕─ ─ │⁸ ─ ╩ ≤∆╢╙─≢│№╡╕∑

╪⁹ 

 

二、行政再議を提起する期間 

 

 ₈ ₉ 

9   ⁸ ∕─ │⁸ ⅜ ╠─ ⌂ ╩ ⇔√≤ ╘

╢ ⌐│⁸ ╩ ∫√ ⅛╠ 60 ⌐ ─ ≡╩ ∆╢

↓≤⅜≢⅝╢⁹√∞⇔⁸ ─ ⅜ 60 ╩ ⅎ╢ ╩ ↄ⁹ 

 ∕─ ─ ⌂ ⌐╟╡ ─ ╩ ⇔√ ⌐│⁸ │⁸

─ ⅛╠ ⇔≡↓╣╩ ∆╢⁹ 

 

 ↓─╟℮⌐⁸ ≤⇔≡⁸₈ ╩ ∫√ ₉⅛╠ 60 ≢∆⁹ 

 

三、どこに行政再議を申し立てるか。 

 

 ₈ ₉ 

10  ההה 

4  ⁸ ∕─ ⅜ ─ ⌐ ⇔ ⅜№╡

╩ ⇔ ≡╢ ⌐│⁸ ╩⇔√ │⁸↓╣╩ ≤∆╢⁹ 

 

12   ─ ─ ─ ⌐ ⇔ ─№╢

⌐│⁸ ⅜ ⇔≡⁸ ─ ─ ⌐ ⇔ ╩ ⇔ ≡╢↓

≤⅜≢⅝⁸╕√⁸1 ─ ⌐ ⇔ ╩ ⇔ ≡╢↓≤╙≢⅝╢⁹ 

 ⁸ ⁸ ┘ ─ ╩ ∆╢ ┘ ─

⌐ ⇔ ─№╢ ⌐│⁸1 ─ ⌐ ⇔ ╩ ⇔ ≡

╢⁹ 

 

13   ─ ⌐ ⇔ ─№╢ ⌐│⁸1 ─

⌐ ⇔ ╩ ⇔ ≡╢⁹ 

 ההה

 

14   ─ │ ⁸ ⇔ↄ│ ─ ─ ⌐

⇔ ─№╢ ⌐│⁸ ╩⇔√ ─ │ ⁸ ⇔ↄ│

─ ⌐ ⇔ ╩ ⇔  ההה⁹╢≡
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 ⌐ ⅎ┌⁸ 

ᵑ ⌐│ ╩⇔√ ─ 1 ─  

ᵒ ⌐ ╩⇔√  

≤ ≢⅝╕∆⁹ 

 

四、行政再議を申し立てるにあたっては、どのような資料を提出する必要があるか。 

 

 ₈ ₉ 

11   │⁸ ╩ ⇔ ≡╢ ⌐│⁸ ⌐╟╡ ⇔ ≡╢↓≤⅜≢⅝⁸

╕√⁸ ⌐╟╡ ⇔ ≡╢↓≤╙≢⅝╢⁹ ⌐╟╡ ⇔ ≡╢≤⅝│⁸

│⁸ ─ ⁸ ─ ┘⌐ ─ ≡⌐ ╢ √╢ ⁸

┘ ╩∕─ ≢ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

₈ ₉ 

19   │⁸ ⌐╟╡ ╩ ⇔ ≡╢ ⌐│⁸ ⌐ ⌐

→╢ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 (1) ─ ⁹↓╣⌐│⁸ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

┘ ⁸ │ ∕─ ─ ⁸ ⁸ ┘⌐ ⇔ↄ

│ √╢ ─ ┘ ⅜ ╕╣╢⁹ 

 (2) ─  

 (3) ┘ ≡─ √╢ ┘  

 (4) ─ │  

 (5) ╩ ⇔ ≡╢  

 

21   ⌐ →╢ ─ 1 ≈⅜№╢ ⌐│⁸ │⁸ ╩ ⇔⌂↑╣┌

⌂╠⌂™⁹ 

 (1) ⅜ ─ ╩ ⇔⌂™≤ ╘╢ ⌐│⁸ ⌐ ─ ╩

∆╢╟℮ ⇔√↑╣≥╙ ⅜↓╣╩ ⇔⌂⅛∫√↓≤⌐ ╢ ╩

∆╢⁹ 

 (2) ╩ ⇔ ≡╢ ⌐ ╩ ⇔≡ ∆╢ ⌐│⁸

⌐╟╢ ╩ ↑√↓≤⌐╟╡ ⅜╙√╠↕╣√↓≤⌐ ╢ ╩ ∆╢⁹ 

 (3) ┘ ─ ⌐╟╡ ⅜ ╩ ∆╢ ─№╢∕─ ─ ₉ 

 

 ⌐│⁸ ⌡ ⌐ →╢ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

ᵑ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ┘ ∕─ ─ ⁸ ┘

─  

ᵒ ─ ┘  

ᵓ ≡─ ┘  

ᵔ ≡╩ ∆╢  

 

─ 4 │™∏╣╙ ⌐ ─ ≢∆⅜⁸ ╙ ⌂╙─│⁸ᵓ─

≢∆⁹ ≡⌐ ╢ ⌐ ⇔≡│⁸ ∏≥─ ─≥─╟℮⌂

⌐≈™≡ ≢№╢─⅛╩ ⇔⁸ ⌐ ╩ ⌐⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹↓

╣⌐│⁸ ⌐╟╢ ∫√ ⌐ ⇔ ⇔ │ ╩ ∆╢↓≤⁸ ⅜
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℮═⅝≢№∫√─⌐ ≤⌂∫√╙─⌐≈™≡ ∏ ╛⅛⌐ ℮╟℮ ∆╢↓≤⁸

⌐ ╩╙√╠⇔√╙─⌐≈⅝ ⌐╟╡ ╩ ∆╢╙─ ⅜ ╕╣╕∆⁹ 

╩ ⇔ ≡╢ ⌐ ⇔≡│⁸ ∏ ⅜ ╩ ∫√

┘ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ ─ ∫√ ─ ╡⅜⁸

⅜ ≢№╢↓≤ │ ⅜ ≢№╢↓≤⌐╟╢≤ ⅜ ╘╢ ⌐│⁸

⌐ ┘ ─ ⅛╠ ╩∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐≥─ ╩ ≤⇔≡ ╩ ⇔ ≡╢⅛⌐≈™≡╙ ∏

⌐⇔⁸ ╩ ∆╢∕─ ─ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂╡╕∑╪⁹ 

 

五、行政再議手続の所要期間等  

 

₈ ₉─ │⁸ ─≤⅔╡⌐ ≢⅝╕∆⁹ 

 

ᵑ │⁸ ≡╩ ⇔√ ⁸5 ⌐ ∆╢⅛ ⅛─ ╩⇔

⌂↑╣┌⌂╠⌂™ 17 ⁹ 

ᵒ │⁸ ─ ⅜ ∆╢╙─⌐ ∆╢ ≡⌐ ⇔≡│⁸

≡╩ ⇔√ ⅛╠ 7 ⌐⁸ ∆╢ ⌐ ⇔⁸⅛≈⁸

⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™ 18 ⁹ 

ᵓ │⁸ ≡⅜ ↕╣√ ⅛╠ 7 ⌐⁸ ─

─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ │⁸ ─ ─ ╩ ⇔√ ⅛

╠ 10 ⌐⁸ ⌐╟╢ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™ 23 ⁹ 

ᵔ │⁸ ╩ ⇔√ ⅛╠ 60 ⌐ ╩⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂

™⁹ ⅜ ≢№╢ ⌐│⁸ ─ ─ ╩ ≡⁸ ⌐ ∆╢

↓≤⅜≢⅝⁸⅛≈⁸ ┘ ⌐ ∆╢⁹√∞⇔⁸ │⁸ ≢╙ 30

╩ ⅎ⌂™ 31 ⁹ 

 

⌐│⁸5 ⌐ ה ⅜ ↕╣⁸ ↕╣≡⅛╠ 60 ⌐ ⅜

↕╣╢↓≤⌐⌂╢≤™ⅎ╕∆⁹ 

 

六、行政再議決定の種類 

 

⌐│⁸ ─ ⅜№╡╕∆ ₈ ₉ 28 ⁹ 

 

ᵑ  

ההה ─ ≤⌂╢ ╩ ∆╢ ⁹ ╩∆╢ │⁸(a)

⅜ ╠⅛≢╢↓≤⁸(b) ⅜ ≢№╢↓≤⁸(c) ⅜ ≢№╡⁸

(d) ⅜ ≢№╢↓≤⁸(e) ⅜ ≢№╢↓≤⁸≢∆⁹ 

ᵒ  

ההה ≢№╢ ⅜⁸∕─ ╩ ⇔≡™⌂™≤ ╘╠╣╢≤⅝⌐⁸

─ ⌐∕─ ╩∆═⅝↓≤╩ ∆╢╙─≢∆⁹ 

ᵓ  

ההה ─ ≤⌂╢ ─ ╩ ∆╢ ⁹ ⌐│ √⌂ ⌂

╢ ⅜⌂↕╣╢─≤ ∂ ╩ ∂╢╙─≤ ≢⅝╕∆⁹ 

ᵔ  

ההה ─ ≤⌂╢ ╩ ╡ ∆ ╩ ∂╢ ⁹ │⁸
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─™∏╣⅛─ ⅜№╢≤⅝⌐ ↕╣╕∆⁹ 

(a) √╢ ⅜ ╠⅛≢⌂ↄ⁸ ⅜ ∆╢≤⅝ 

(b) ⅜ ╡≢№╢≤⅝ 

(c) ─ ⌐ ∆╢≤⅝ 

(d) ╩ ⇔ │ ∆╢≤⅝ 

(e) ⅜ ╠⅛⌐ ≢№╢ 

 

七、行政再議手続中の行政行為の効力 

 

₈ ₉ 

21   ⌐⅔™≡⁸ │⁸ ╩ ⇔⌂™⁹√∞⇔⁸ ⌐

→╢ ─ 1≈⅜№╢ ⌐│⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

  (1) ⅜ ╩ ∆╢ ⅜№╢≤ ╘╢≤⅝⁹ 

  (2) ⅜ ╩ ∆╢ ⅜№╢≤ ╘╢≤⅝⁹ 

  (3) ⅜ ─ ╩ ⇔ ≡⁸ ⅜ ─ ⅜ ≢№╢

≤ ╘⁸ ─ ╩ ∆╢≤⅝⁹ 

  (4) ─ ⌐╟╡ ╩ ∆╢≤⅝⁹ 

 

↓─╟℮⌐⁸ ⌐ ⇔≡ ⅜ ⇔ ≡╠╣√≤⇔≡╙⁸ᵑ ≤⇔

≡ ─ │ ∑∏⁸ᵒ ⌐ ─ ⅜ ™ ⌐ ─ ⅜ ∂

╢╙─≤ ≢⅝╕∆⁹ 

 

八、行政再議に不服がある場合 

 

⌂ ה ⌐╙╟╡╕∆⅜⁸ ≤⇔≡│⁸ ⌐ ⅜№╢

⌐│⁸ ⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

【キャストグループについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⱪ│⁸כꜟ◓♩☻ꜗ◐ ╛ ASEAN⁸ ≢ⱦ☺Ⱡ☻╩ ∆╢◒ꜝ▬▪fi♩─

⌐☼כ♬⌂╕↨╕↕ ⇔⁸ ⁸ ה ⁸ ה ⁸ⱴכ◔♥▫fi◓─☻Ɑ

◦ꜗꜞ☻♩⅜ ™⁸ ─ ╖╩ ⌐ ⇔⁸ ╩fiꜛ◦כꜙꜞ♁⌂

 ⱶ≢∆⁹כ□Ᵽꜟ◖fi◘ꜟ♥▫fi◓ⱨכ꜡◓╢∆

 

Ẽ    

1986 ⁸2001 ⁹

Ɽכ♫♩כ ◐ꜗ☻♩◖fi◘ꜟ♥▫fi◓

≤⇔≡⁸ ╩ ⌐ ™ ─ ╩☻ⱦכ◘ ⁹ 

Ẽ    

 2009 12 ⌐ ⁸ ◐ꜗ☻♩ ⁹ ≢─

ה ╩ ≡⁸2013 8 ⅛╠│ ◐ꜗ☻♩

⌐ ⁹ 
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日本総合研究所 調査部 

副主任研究員  関 辰一 

E-mail：seki.shinichi@jri.co.jp 

中国経済展望 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下振れしやすい状況は長期化 

◆現状：景気は減速基調 

 2015 ─ │ 6.9 ≤⁸25

┬╡─ ⌐⁹ │ 6.4 ≤⁸

⅜ ⁹≤╡╦↑⁸ ─ ⌐ Ⱪ꜠

⁸╡⅛⅛⅜◐כ ─ │

0.9 ≤2014 ─ 5.8 ⅛╠ ⅝ↄ ⁹ 

 

 ↓℮⇔√⌂⅛⁸ ⅜ ⁹

⌐╟╢≤⁸2015 ─ │

51.2 ⇔⁸ │1.7 ┼ ⁹

↓─ ⌐│ᵑ○ⱨⱣꜝfi☻─ ⅜ ─

⌐ ∫≡™⌂™⁸ᵒ ─ ⅜ ™⁸

─ ⅜№╢↓≤╩ ╕ⅎ╢≤⁸ ─

│ ╩ ⅝ↄ ╢ ⁹ 

 

 ╕√⁸ │ ⁹ ─ ⅜ ⇔⁸

≢╙ ─ ╛ ─

⅜╖╠╣╢⌂≥⁸ ─ ⅝│ ⁹ 

 

◆展望：景気は一段と減速 

 ⅝⁸ ה ─ ⅛╠ ≡↓ ╣

⅜ ↕╣⁸ ─ ⌐≈⌂⅜╢Ɫכ♪ꜝfi

♦▫fi◓│ ↕╣╢ ⇔⁹∆⌂╦∟⁸ │

⇔ ╡╛ ⇔ ⅜⇔⌐ ⇔≡ ╩ ╘≡⅔

╡⁸ ⌂ ╩ ⁹↓╣⌐ ™⁸

│ ≤ ┼⁹╕√⁸2015 ─

⅜ ─41 ⌐≤≥╕╡⁸

─ ⅜ ⅝™⌂⅛⁸ ─ ≤

⇔≡⁸ │ ╛ ─ ╩ ∆╢

╖⁹↓╣╩ ↑⁸2016 ─ │ 6.6 ⁸

2017 │ 6.5 ≤⁸ ⌂ ⌐≤≥╕╢≤

⁹ 

 

 ╙∫≤╙⁸ ─ │

158 ≤Ᵽꜝfi☻◦כ♩ ⅜ ⅝™ ╛⁸

⌐ ↑√ ─ ⌐ ⅜

⅛⅛╢ ⌂≥╩ ╕ⅎ╣┌⁸ ⅜ ╣⇔

╛∆™ │ ∆╢ ⁹ 
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新規受注の減少が持続 

◆輸出：弱含み 

 Ⱪꜝ☺ꜟ⁸꜡◦▪⁸▬fi♪⁸ ▪ⱨ

ꜞ◌ ↑ ⅜ ⅝ↄ ⁹ ⅜ ⇔⁸

⅜ ⇔≡™╢↓≤⅜ ⁹ ⌐

⅔™≡╙⁸ ─ ⌐Ⱪ꜠כ◐⅜⅛⅛╢

⌂⅛⁸ ↑⅜ ╖⁹ 

 

 ─ ⅜ ╕╢⌂⅛⁸ ─

↑ │ ⇔≡⅔╡⁸ ─ ⅝

╩ ⁹ 

 

 ⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ─ ⌐

╘⅜⅛⅛╠⌂™⌂⅛⁸ ⅜ →╩ ∆╣

┌⁸ ╛ ─ ⅜ ≤ ∆╢ꜞ☻

◒╙⁹ ─ →│⁸♪ꜟ ≡ ─

╛ ╩ ╗ ⅛╠─ ⌐ ⅜╡⁸

≢ ╛ ⁸ ⅜ ∆╢ ╣⁹ 

 

◆輸入：減少 

 ─ ╕╡╛ ─ ⌂≥⌐╟╡⁸

│ ⁹ ⅝⁸ ╩fi►♄כ꜡☻─

↑≡⁸ ╛ ╩ ⌐ ╛ ⅛╠

─ ⅜ ↄ ╖⁹ ─Ᵽꜝfi☻◦כ♩

│ ⅝ↄ⁸ │ ∆╢ ⇔⁹╕

√⁸ ╛▬fiⱨꜝ ⅜ ≤

∆╣┌⁸ ⅛╠─ ╙ ≤ ∟ ╗ ╣⁹ 

 

◆対中直接投資：伸び悩み 

 ─ ♪ꜟⱬכ☻─ │

1.1 ≤ ┘ ╖⁹ ↑ ╣ ⌐╖╢≤⁸

│ 4.1 ⁸ │ 16.9 ⇔√ ⁸

│Ỏ22.2 ⁹ ☻ⱦכ◘⁸≥╢╖⌐

│ 5.7 ⁸ │ Ỏ8.0 ─ ⁹ 

 

 ─ ⇔ ╩╖╢≤⁸ │ ─ ⅜

™√╘5.6 ⌐⁸ │30.9 ⁸ │22.8 ⁸

│ Ỏ6.1 ⁹ 
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消費は比較的高い伸びを維持するも、一部に弱さ 

◆個人消費：比較的高い伸びを維持 

 │ ™ ┘╩ ⁹

⅜ ⁸ ≡↓ ╣ ⅜ ╛

╩ ⁹ 

 

 2016 ─ ─ ╙

11.2 ≤ ─ ┘⌐⁹≤╡╦↑⁸

│ 67 ⁸ ⅜ 15.6 ≤ ⁹ 

 

 √∞⇔⁸ ⌐ ─ ⇔╙⁹ ┌╕

≢ ≢№∫√☻ⱴכ♩ⱨ◊fi⌂≥

─ │12 ⌐ 3.9 ⌐ ⁹

⌂≥─ ╙ ⁹ 

 

 ↓─ ⌐│⁸ ─ ⁹ │

─ⱴ▬♫☻≤⌂╡⁸ │ ⁹

☻ⱦכ◘ ╙ ⌐ ╖ ∫≡⅔╡⁸16

─ │12◌ ≢

50╩ ╡⁸ ─ ↑ ≤⌂╢⌐│ ⇔™ ⁹

⌂ ≢↕ⅎ⁸ ─ ⅝⌐ ∆╢

⌂☻♃fi☻─ ╕╡⅛╠⁸ ⅜ ─

╛ ─ ╩ ⁹ 

 

 10 12 ─ ─ ⅜ ⅝ↄ ∆╢

⌂⅛⁸15 ⅛╠ ╩ ⇔≡™╢ ─ ┘

│⁸ ≢ ⇔≡™╢ ⁹ 

 

◆懸念される消費の景気牽引力低下 

 2015 ─ │ 6.9 ≤

14 ─ 7.3 ⅛╠ ⁹ ⌐╖╢≤⁸

15 ─ ─ │14 ⅛╠Ỏ0.9 ⱳ

▬fi♩ 3.4 ќ2.5 ⁸ │Ỏ0.4 ⱳ▬

fi♩ 0.2 ќỎ0.2 ⇔√ ⁸ │

0.9 ⱳ▬fi♩ 3.7 ќ4.6 ⇔⁸

⅜ ╩ ⅎ⁹╙∫≤╙ ⅝⁸

⅜ ∆╢⌂⅛⁸ ─ ⅜ ╕╢

╣⁹ 
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銀行融資は大幅に拡大 

◆現状：投資は減速傾向、融資は大幅に拡大 

 ⅜ ⅝ↄ☻꜡כ♄►fi∆╢⌂⅛⁸

─ │ ⁹ ה ⅜

≤⌂╡⁸ ─ ⅜ ⇔≡™╢↓≤⅜

⁹ 

 

 ↓℮⇔√⌂⅛⁸ │ ╩ ∆╢

╩ ⌐⁹2014 11 ⅛╠2016 ╕≢⌐⁸

╩ ⅝ →√╒⅛⁸ │

↑─ ╩ ⌐ ∆╢⌂≥⁸

╩ ⁹ 

 

 ↓╣╠─ ⁸2015 ─ │

⌐ ═14.3 ≤⁸2014 ─ 13.6 ⅛

╠ ⁹↕╠⌐⁸ ─ │2.5 ⌐

⁹ 

 

 ⅎ≡⁸14 ⅛╠ │ ⱪ꜡☺▼◒

♩─ ╩ ╘⁸ ⌐▬fiⱨꜝ ─

╩ ⇔≡⅝√╒⅛⁸ ─ ⌐⅔↑╢

╩ ⅝ →╢⌂≥ ╩≡↓

╣⁹ 

 

◆国有企業向けの追い貸しとなる恐れ 

 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ╩ ⌐⁸ ╡⅜ ⇔⁸

⅜ ⁹ 

 

 ─ ⅜ ─ ⇔ ╡╛ ⇔ ⅜⇔

⌐≈⌂⅜╣┌⁸≤╡╦↑ ─ ╡

⅜ ≤ ⇔ↄ⌂╢ꜞ☻◒⁹ 

 

 ≢⁸ᵑ ⅜ ─ ╩ ⇔≡™

╢↓≤⁸ᵒ ⅜ ↄ─ ╩ ⅎ≡™╢

↓≤⁸ᵓ ⅜ ─ ⌐ ⅝⌂

╩ ∫≡™╢↓≤⁸⌂≥╩ ∆╣┌⁸

↑⌐ ™ ⇔⅜ ╦╣╢ ╣⁹∕─ ⁸

╛ ─ ⌂ ⅜ ╣⁸ ─

⌐ ⅜╢ꜞ☻◒⁹ 
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資金が流出し、元安の圧力に 

◆物価：厳しい市況が持続 

 ─ │ 1.8

⅜0.4 ⱳ▬fi♩ ⇔ → ─ ⁹

⅜ ∆╢⌂⅛⁸ ─ ┘│ ⇔≡™╢≤

╖╠╣⁸ ╙╣∏™☻ⱦכ◘ה ⅜ ┘ ╖⁹ 

 

 │ Ỏ5.3 ≤47◌ ≢

⁹ ⅜ ╩ ╢ ╕≢

∆╢⌂⅛⁸ ⌂≥ ─ ⌐ ╣

─ ⇔⁹╙∫≤╙⁸ ─ ⌂≥⌐

⅜⅛⅛╢↓≤╩ ╕ⅎ╣┌⁸ ⅝⁸ ⌂

⌐╟╢ │ ╘∏⁸ ─ ⇔™ ⅜

ↄ ⇔⁹ 

 

◆不動産価格：再び調整期に入るリスクも 

 │ ≤ ═↕╒≥ ╣≡™⌂™

⁹ ─ ⅝ →╛ →⅜ ⌐

⅜╠⌂↑╣┌⁸ │ ≤ ⌐

∆╢⌂⅛⁸ →─ ⅝⅜ ⅜╢ꜞ☻◒⁹ 

 

◆国際収支：対外債務の圧縮などにより資金が流

出 

 │ ≢№╢√╘⁸∕─ ⇔≤⇔

≡ ─ ┼─ ╛ ⁸ ╛

⌂≥⅜ ⇔⁸∕╣∙╣─ ⅜

⌐⁹ 

 

 ⅎ≡⁸ꜞ☻◒ ─ ⅝⅜ ╕╢⌂⅛⁸

⅜ ╛ ╩ ⇔⁸ ⅜

⌐⁹√∞⇔⁸ ≢│ ⌐

⅜ ↕╣≡™╢√╘⁸∕─ │

⁹ 

 

 2015 ⌐ ⅝⌂ ⅝⅜╖╠╣√─│⁸ ∕─

⁹ ╩╖╢≤⁸ ⅜ ≡

─ ╩ ╘╢⌂⅛⁸ ─ │1,134

♪ꜟ─ ⌐⁹╕√⁸ ─

╙684 ♪ꜟ─ ⌐⁹ 

 


